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急流河川常願寺川の河床操の特徴
その後も，立山カルデラ内の土砂が土石流となり，度々
下流へと運ばれている。調査地点で見られた喋種が，扇
頂部01）から扇端部03）や更に下流04）に向かい，
喋径が大きく減少し，円磨度や球形度がほとんど変化し
ないことから，常願寺川では，このように度重なる土石
流や洪水の発生時に，操が割れたり円磨されたりしなが
ら，単に重量の小さな操がより下流まで一気に運搬され，
堆積したと考えられる。安山岩や溶結凝灰岩が下流ほど
多くなるのは，花商岩類に比べ割れて小さくなりやすく，
下流まで運ばれやすかった，あるいは僅かな比重の違い
によって下流まで運ばれやすかった可能性がある。
このように，常願寺川扇状地では喋径に基づく淘汰作
用が強く働いており，立山カルデラなど上流域の崩壊土
砂が急流河川によって運搬されていることが明らかとなっ
た。今後，常願寺川上流域や他の急流河川における操の
変化傾向の調査や，他の緩流河川との比較を行い，急流
河川独自の篠の変化傾向を明らかにする必要がある。
まとめ
急流河川常願寺川の河床操について，撰種・喋径・形
状・円磨度の測定と分析を行い，扇状地内の河床篠の変
化傾向を明らかにした。常願寺川扇状地内の河床燦は，
上流から下流に向かい，操のサイズと重量は大きく減少
するが，円磨度や形状はほとんど変化しないことが明ら
かになった。これは一般にいわれる「上流にある大きく
角張った操が流れる水の働きにより円磨され小さくなり，
下流で小さく丸い操や砂が堆積する｡」という河床篠の
変化様式とは異なり，常願寺川扇状地内では喋径の違い
による淘汰作用が強く作用している。常願寺川では，源
流域である立山カルデラ内の大量の土砂が幾度と無く土
石流となり流れた際に，淘汰作用により下流ほど小さな
操が堆積し，円磨作用は扇状地内では一様に働いている，
あるいはあまり作用していないと考えられる。
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